
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
６
１
回 

 行
仙
宿
迎
春
準
備
作
業
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
同
行
） 

 ◇
実
施
日
；
２
０
１
９
年
１
２
月
２
２
日 (

日)  

曇
り
後
ミ
ゾ
レ 

◇
参
加
者
；
沖
﨑
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
大
江
加
予
子
・
畑
林
清
子
、
濱
野
兼
吉
、

生
熊
敏
男
・
千
満
子
、
中
前
偉
、
谷
口
昇
、
高
階
美
根
子
、
奥
村

順
夫
、
竹
中
卓
治
、
山
川
治
雄
、
岩
本
信
行
、
志
岐
敬
、
梶
野
照

雄
、
絹
川
千
晴
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局
南
紀
新
宮
支
局
記
者
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
７
名 

 

い
よ
い
よ
令
和
元
年
最
後
の
行
事
で
あ
る
。
二
カ
月
ほ
ど
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
斎

藤
基
樹
君
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
新
宮
支
局
勤
務
の
絹
川
が
そ
ち
ら
に
お
伺
い

す
る
の
で
、
何
か
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

そ
の
後
、
２
回
に
わ
た
っ
て
山
彦
の
活
動
や
行
事
予
定
を
お
話
し
し
、
今
回

の
行
仙
宿
迎
春
準
備
を
同
行
取
材
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

事
前
に
御
供
や
お
正
月
用
品
を
準
備
、
１
６
人
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
申
し
出

を
頂
い
た
。
当
日
の
天
気
予
報
は
午
後
か
ら
雨
と
な
っ
て
い
た
が
、
１
２
月
下

旬
な
の
で
順
延
も
難
し
い
た
め
、
前
日
に
、
雨
天
決
行
と
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。 

山
川
さ
ん
は
、
水
場
の
し
め
縄
交
換
の
際
の
足
場
を
作
る
た
め
、
岩
本
さ
ん

と
二
人
で
先
行
さ
れ
た
。 

９
時
前
に
役
場
駐
車
場
に
、
山
川
、
岩
本
の
２
名
を
除
く
１
５
名
が
集
ま
り
、

登
山
口
に
移
動
す
る
。
登
山
口
で
、
絹
川
さ
ん
を
紹
介
し
た
後
、
モ
ノ
レ
ー
ル

に
荷
物
や
ザ
ッ
ク
を
積
み
込
ん
で
ス
タ
ー
ト
。
途
中
で
登
山
口
水
場
の
し
め
縄

を
交
換
、
川
島
急
逝
現
場
で
は
中
前
君
が
あ
り
が
た
い
お
経
を
唱
え
て
く
れ
た
。 

 
 

 
 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
に
荷
物
を 

 
 

 
 
 
 

登
山
口
の
水
場
、
し
め
縄
交
換 

第
２
ベ
ン
チ
の
上
方
か
ら
は
、
各
々
が
伐
採
さ
れ
た
木
を
手
に
し
て
小
屋
へ

向
か
い
、
２
０
本
近
く
の
木
を
小
屋
迄
運
ん
だ
。
１
０
時
半
前
後
に
小
屋
に
着

く
。 

 
 

 
 

 

川
島
前
代
表
の
慰
霊 

 
 
 

 

行
仙
宿
に
到
着 

 
 

 

完
成
し
た
水
場
の
足
場 



山
川
、
岩
本
の
お
二
人
は
水
場
で
の
作
業
を
す
で
に
終
え
て
小
屋
に
戻
っ
て

い
て
、
山
川
さ
ん
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
薪
造
り
、
岩
本
さ
ん
は
小
屋
周
り
の
清

掃
を
さ
れ
た
。
水
場
で
の
作
業
は
、
ハ
ン
マ
ー
ド
リ
ル
で
岩
に
２
ヶ
所
の
穴
を

あ
け
て
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
打
ち
込
み
、
垂
木
を
ス
テ
ン
レ
ス
線
で
ボ
ル
ト
に

縛
り
付
け
た
。
借
用
し
た
プ
ロ
仕
様
の
充
電
式
の
ハ
ン
マ
ー
ド
リ
ル
を
使
っ
た

が
、
岩
が
硬
く
て
、
ド
リ
ル
の
先
端
が
真
っ
赤
に
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。 

 
 

 
 

 

し
め
縄
も
交
換 

 
 
 

 

窓
ガ
ラ
ス
の
拭
き
取
り 

 
 

玄
関
に
し
め
飾
り 

水
場
の
し
め
縄
交
換
は
、
川
島
さ
ん
と
二
人
で
作
業
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

足
元
の
岩
が
滑
り
や
す
く
、
こ
こ
で
滑
っ
た
ら
下
に
落
ち
て
大
変
な
こ
と
に
な

る
、
と
い
つ
も
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
取
り
替
え
る
の
が
毎
年
で
あ
っ
た
、
山
川

さ
ん
も
足
場
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
今
回
の
作
業
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
で
不
安
要
因
が
一
つ
取
り
除
か
れ
、
安
全
確
保
上
の
大
き
な
一
歩

だ
っ
た
。 

昼
食
ま
で
に
お
正
月
の
飾
り
つ
け
や
掃
除
を
終
え
た
い
と
作
業
に
着
手
。
特

別
に
指
示
を
す
る
事
も
無
く
、
各
自
が
何
を
す
る
べ
き
か
判
っ
て
い
る
。
雨
水

槽
を
空
に
す
る
者
、
内
側
か
ら
と
外
側
か
ら
の
窓
拭
き
、
お
堂
の
清
掃
と
御
供

の
取
替
、
ト
イ
レ
の
汲
み
出
し
、
小
屋
玄
関
に
し
め
縄
取
付
、
小
屋
内
に
正
月

飾
り
、
小
屋
内
外
の
清
掃
と
手
際
よ
く
作
業
が
進
み
、
一
時
間
と
少
々
で
予
定

し
て
い
た
事
項
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
絹
川
さ
ん
は
、
カ
メ
ラ

を
持
っ
て
道
中
、
前
へ
ま
わ
っ
た
り
、
後
ろ
に
行
っ
た
り
、
ま
た
水
場
の
し
め

縄
交
換
に
も
同
行
さ
れ
た
。
水
場
の
し
め
縄
交
換
班
か
ら
の
報
告
で
は
、
水
流

は
全
く
無
く
、
完
全
に
涸
れ
て
い
る
そ
う
だ
。 

雨
を
心
配
し
て
い
た
が
、
な
ん
と
か
こ
こ
ま
で
持
っ
て
い
る
。
降
ら
れ
ず
に

済
み
そ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

行
仙
岳
に
点
名
標
識
設
置 

 
 
 

斜
木
を
切
除 

昼
食
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
絹
川
さ
ん
も
含
め
た
７
人
が
行
仙
岳
に
向
か
っ
た
。
山

頂
に
三
角
点
名
を
記
し
た
標
識
を
設
置
す
る
。
行
仙
岳
山
頂
に
あ
る
三
角
点
の

点
名
が
「
大
峰
山
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
以
前
よ
り
気
に
な
っ
て
い
て
、
い

つ
の
日
に
か
点
名
を
記
載
し
た
標
識
を
設
置
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
本
日

や
っ
と
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
行
仙
岳
山
頂
か
ら
、
少
し
雲
が
か
か
っ
た



釈
迦
ケ
岳
や
孔
雀
岳
が
望
ま
れ
、
大
日
岳
付
近
ま
で
は
真
っ
白
に
な
っ
て
い
る
。 

小
屋
迄
の
帰
路
、
奥
駈
道
に
異
常
は
無
く
、
斜
木
３
本
を
ノ
コ
で
切
除
し
た
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。 

三
等
三
角
点
は
明
治
２
０
～
３
０
年
に
か
け
て
設
置
さ
れ
た
が
、
行
仙
岳
の

三
角
点
名
が
な
ぜ
大
峰
山
と
な
っ
て
い
る
か
興
味
が
あ
る
。 

な
お
、
点
名
で
は
、
山
上
ケ
岳
が
「
大
峰
山
上
」
、
大
峰
山
脈
か
ら
離
れ
て

い
る
が
、
熊
野
市
紀
和
町
に
あ
る
一
族
山
が
「
大
峰
」
と
な
っ
て
い
る
。 

行
仙
岳
班
が
戻
っ
て
午
後
２
時
前
か
ら
小
雨
が
降
り
出
し
、
す
ぐ
に
ミ
ゾ
レ

に
変
わ
っ
た
。
火
元
と
戸
締
り
を
確
認
し
て
下
山
開
始
。
管
理
棟
を
整
理
し
て

出
た
賞
味
期
限
が
近
い
ビ
ー
ル
と
非
常
食
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
正
常
化
で
不
要

に
な
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
一
個
を
持
ち
降
ろ
し
た
。
下
山
途
中
、
中
前
、
谷
口
、

志
岐
、
竹
中
の
４
名
は
「
川
島
橋
」
に
立
ち
寄
り
登
山
口
に
戻
っ
た
。 

 
 

 
 

 

行
者
堂
で
勤
行 

 
 
 

 

沖
崎
代
表
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 
 

 
 

下
山 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
は
翌
２
３
日
の
夕
方
６
時
半
か
ら
の
「
ギ
ュ
ギ
ュ
っ
と
和
歌

山
」
と
８
時
４
５
分
の
和
歌
山
ニ
ュ
ー
ス
で
二
度
放
送
さ
れ
た
。
何
人
か
の
方

か
ら
「
見
た
よ
」「
い
つ
も
ご
苦
労
さ
ん
」
と
電
話
や
メ
ー
ル
を
頂
き
、
か
な

り
の
人
の
目
に
と
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。 

今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
た
谷
口
昇
さ
ん
（
６
１
歳
）
は
我
々
の
活
動
に
も
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
期
待
し
て

い
る
。 

今
年
１
月
３
日
の
白
猪
山
（
第
２
０
０
５
回
）
に
始
ま
り
、
今
日
の
行
事
（
第

２
０
６
１
回
）
ま
で
、
５
７
回
の
行
事
を
重
ね
て
き
た
。 

今
年
の
行
事
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
川
島
前
代
表
が
行

仙
宿
登
山
口
付
近
で
急
逝
す
る
重
大
事
態
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
あ
っ
て

は
な
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
皆
さ
ん
健
康
維
持
に
努
め
、
今
後
決
し
て
無
理
せ
ず
、

安
全
第
一
で
臨
む
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。 

 

(

記
；
沖
崎
。
写
真
；
梶
野) 

 

行
動
タ
イ
ム 

登
山
口09

：28

→10

：30

行
仙
宿
→10

：48

水
場
→11

：20

行
仙
宿12

：40

→10

：55

行
仙
岳
→13

：40

行
仙
宿14

：00

→14

：30

登
山
口 

 
 
 
 
 
 
 

 

 


